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●コーディネーター
東北大学災害科学国際研究所　准教授

佐藤 翔輔

●パネリスト
高知県黒潮町　町長

昭和45年高知県幡多郡黒潮町出身。平成元年より海外
で洋ラン栽培などを学び、平成12年に農業従事。平成17
年大方町・佐賀町合併協議会委員に着任。平成20年黒
潮町地域協議会会長に就任。平成21年幡多ブロック青
年農業士連絡協議会会長に就任。平成22年4月に黒潮町
長に就任。現在に至る。
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～産・学・官・民が連携した震災伝承の取り組み～

東日本大震災の教訓を伝える
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敬称略

京都大学大学院博士後期課程修了、博士（情報学）、日本学
術振興会特別研究員（DC2）、東北大学大学院工学研究科
附属災害制御研究センター助教、東北大学災害科学国際研
究所助教を経て、平成29年より現職。専門分野は災害伝承・
災害情報等。政府・宮城県・県内市町村等で各種委員・アド
バイザーをつとめる。科学技術分野の文部科学大臣表彰 科
学技術賞（振興部門）、地域安全学会 年間優秀論文賞・技術
賞、日本災害情報学会 河田賞・阿部賞など、多数受賞。
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●パネリスト
熊本県益城町　町長

昭和31年熊本県出身。昭和50年㈱日立造船有明工場
に入社。平成11年益城町総務課人事係長に着任。平成
23年益城町保険課長に着任。平成24年益城町健康づ
くり推進課長に着任。平成26年５月益城町長に就任。平
成28年4月、熊本地震発生。被災者への支援および復
旧・復興の陣頭指揮にあたり、現在に至る。
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●パネリスト
一般社団法人東北観光推進機構　
専務理事推進本部長 

昭和25年生まれ。昭和43年日本国有鉄道入社。びゅう
プラザ仙台所長などを経て、平成12年福島駅長、平成
16年仙台駅長に就任。平成19年仙台ターミナルビル

（株）に入社し、平成25年専務取締役 ホテル事業本部
長に就任。平成29年４月（一社）東北観光推進機構 専
務理事推進本部長に就任。現在に至る。

紺野 純一
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島根県出身、平成４年建設省入省。大分河川国道事務所
長、東京国道事務所長などを経て平成30年７月から現職。
大分水害を踏まえた防災・減災対策のほか、首都直下地震
発生時の道路損壊や放置車両を想定した早期道路通行
確保の企画立案を主導。現在は、東日本大震災直後に東
京からマイカーで訪れて目の当たりにした被災地の光景を
胸に、震災の教訓の伝承と事前の備えの周知に取り組む。

●パネリスト
国土交通省東北地方整備局　企画部長
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平成23年3月11日岩手県北バス観光船事業部で勤務
中に被災。平成24年4月1日宮古観光協会「学ぶ防災」
として田老地区の案内スタート。平成26年（一社）宮古
観光文化交流協会に勤め、平成29年宮古市の事業とし
て継続。令和元年9月、ガイド5名でトータル17万人の方
へのご案内を達成。

●パネリスト
宮古観光文化交流協会　学ぶ防災ガイド
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